
７ 令和８年度 校内研修全体計画 
１ 研修の内容及び時間 

（１）研修内容（ ）内は担当者 

         テーマ研究 （校内研修担当） 

 

         人権教育研修（人権教育担当） 

校内研修 

専門研修  各教科・特別支援教育研修・情報教育研修・性教育・食育 

（各教科担当・特別支援教育担当・情報教育担当・保健主事・食育担当） 

修養研修  不祥事防止対策研修等（随時）・体育指導力向上研修 

（２） 研修時間１５：０５〜１６：２０ 

 ※ 最初の１０分間は見つめる会を行う。 

※ 授業研や講師招聘の際は１６：２５までとする。 

※ 長期休業日の校内研修については、別途計画する。 

２ テーマ研究 

（１）研究主題 

進んで考え、表現する児童の育成 

～探究的な学びの学習過程を意識した授業づくりを通して～ 

（２）研究主題設定の理由 

ア 教育の今日的課題から 

今日、技術革新や情報化によって我々を取り巻く生活環境、社会環境は急速な変化を続けている。このよう

な予測できない社会を生きていく児童には、社会や他者の多様性を受け入れながら、様々な情報を取捨選択

し、再構築し、新しい価値につなげたり、個性を生かして多様な人々と協働したりする力が求められている。

また、単に新しい知識を増やすだけでなく、自ら課題を見つけ、学び方を身に付け、自ら得た知識を活用して

いく力とともに、更にそれを生活や社会に生かそうとする態度を育んでいくことが重要になってくる。 

そこで、研究主題を「進んで考え、表現する児童の育成」と設定することで、課題に主体的に取り組み、自

分の考えを持ち、他者と表現し合うことで新たな価値を見つけ、社会の変化に対応する力を身につけたいと考

えた。 

 

イ 本校の教育目標から 

本校では「夢を育み、ともによりよい明日を創造する児童の育成」を教育目標に掲げ、目指す児童像を「自

分事として課題を持ち、積極的に関わろうとする児童」「自分のよさを発揮し、互いに協力しながら問題を解

決しようとする児童」「学習したことを活かし、よりよく過ごすことができる学級・学校・地域を創ろうとす

る児童」とし、その具現化に向けて日々教育活動に取り組んでいる。 

学校教育目標と目指す児童像の具現化のためには、主体的・対話的で深い学びの中で、児童一人一人が学ぶ

ことへの意欲を高め、課題に対する自分の考えを持ち、その解決のために他者と対話することが大切であると

考える。このことから、本研究は本校の教育目標につながるものと考える。 

 

 

（３）研究主題の捉え方 

   ◯「進んで考える児童」について 

    課題に対して「解きたい」「考えてみたい」「もっとやりたい」という姿勢をもち、自ら課題を見つけ解決し

ていく姿と捉える。 

○「進んで表現する児童」について 

    自ら考えたことを、文字や言葉、式、図などを通して進んで表現し、他者へ伝えるようとする姿と捉える。 

 

   〇「探究的な学びの学習過程」とは 

     文部科学省によると「探究的な学習」とは、①「課題の設定」学習者が自らの興味や疑問に基づいて課題を

設定する。②「情報の収集」課題に関連する情報を収集する。③「整理・分析」収集した情報を整理、分析し

て思考する。④「まとめ・表現」分析結果をまとめ、表現する。⑤「振り返り・改善」とある。 



     少子高齢化やAI社会の到来など、私たちを取り巻く社会は急速に変化している。そうした時代のなかで、正

解のない問いに対して「考え抜く力」や「他者と協力する力」、そして「失敗しても立ち直る力」など、非認

知能力が求められるようになってきた。これからの社会で生き抜くための「非認知能力」を育てる手段とし

て、総合的な学習の時間だけなく、全教科において取り入れることが重要と言われている。 

 

 

（４）研究の仮説及び視点 

仮説１ 

探究的な学びの学習過程に焦点をあてた授業を行えば、自ら課題を見つけ、解決に向けて主体的に考え、表現

するなど、自ら学びをデザインするようになり、進んで考え表現する児童の育成につながるであろう。 

（視点１）課題設定の工夫 

 （視点２）ICT活用の工夫 

 （視点３）個別最適な学び・協働的な学びの工夫 

 （視点４）まとめ・表現の場の工夫 

 （視点５）振り返りの方法・活用の工夫 

   

仮説２ 

児童が学びを表現する環境を工夫すれば、児童が安心して学習に取り組むことができ、学びに対する意欲や学

んだことを表現する意欲が高まり、進んで考え表現する児童の育成につながるであろう。 

（視点１）「北小学びの５項目」による学習規律の徹底 

   （視点２）振り返りの視点の共通実践「わがやはすてき」 

 

３ 研究組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 

研究推進委員会：教頭、主幹、教務、研究主任、各部長、事務 

課題ごとの 

グループ① 

 

課題ごとの 

グループ② 

課題ごとの 

グループ③ 



 


